
      
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
月
二
十
三
日
（
木
）
第
八
九
八
回 

◇
・
講
師 

花
輪 

喜
美
江 

 
 

 

埼
玉
県
倫
理
法
人
会 

副
幹
事
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
株
）
エ
コ
プ
ラ
イ
ム
代
理
店 

代
表 

 
 

 

◇
・
テ
ー
マ 

「
明
朗
・
愛
和
・
喜
働
の
実
践
」 

 
 

 

私
は
幸
手
市
で
生
れ
、
両
親
が
三
歳
の
時
に
離
婚
し
た
た
め
、
母
と
一
緒
に 

暮
ら
し
た
。
会
社
経
営
者
の
夫
と
結
婚
し
た
後
し
ば
ら
く
は
二
人
の
子
育
て
に 

専
念
し
た
が
、
会
社
の
経
理
を
担
当
し
て
い
た
義
母
が
病
気
に
な
り
、
私
が 

会
社
の
仕
事
も
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
。
子
育
て
と
仕
事
に
追
わ
れ
、 

夫
に
対
す
る
不
満
が
募
り
、
夫
婦
喧
嘩
が
絶
え
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
頃
に
倫
理 

に
出
会
っ
た
。
会
社
が
倒
産
の
危
機
に
陥
り
、
初
め
は
相
手
の
会
社
や
他
人
を 

責
め
て
い
た
私
で
あ
っ
た
が
、
自
分
に
何
が
出
来
る
の
か
を
考
え
た
時
、
一
つ 

屋
根
の
下
で
家
族
が
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
あ
り
が
た
み
を
感
じ
る
事 

が
で
き
、
明
朗
で
い
よ
う
と
い
う
実
践
を
与
え
ら
れ
た
。
今
の
私
に
出
来
る
事 

は
、
笑
顔
（
明
朗
）
夫
婦
で
一
緒
に
働
く
事
は
と
て
も
幸
せ
で
あ
り
（
愛
和
） 

 
 

 
 

 
 

仕
事
が
あ
る
事
は
有
難
い
こ
と
事
で
あ
る
（
喜
働
）
。
三
歳
の 

 
 

 
 

 
 

時
に
生
き
別
れ
た
父
は
既
に
亡
く
な
っ
て
い
た
が
、
年
に
数
回 

 
 

 
 

 
 

お
墓
参
り
を
し
、
何
が
あ
っ
て
も
自
分
は
父
に
守
ら
れ
て
い
る 

 
 

 
 

 
 

と
感
じ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
笠
原 

薫
子 
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四
月
三
十
日
（
木
）
第
八
九
九
回 

◇
・
講
師 

 

セ
ー
ン
ジ
ャ
ー 

 
 

馬
頭
琴 

奏
者 

 

◇ 

・
テ
ー
マ 

「
対
面
力
～
会
う
力
～
」 

 
 

 

草
加
で
は
二
年
ぶ
り
に
講
話
さ
せ
て
も
ら
う
。
二
〇
〇
〇
年
に
来
日
、
十
五 

 

年
が
た
っ
た
。
長
い
よ
う
で
短
い
十
五
年
、
最
初
は
日
本
語
が
解
ら
な
か
っ
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

が
人
と
ど
ん
ど
ん
会
う
事
で
日
本
語
を
理
解
し
て
い
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
で
何
で
も
わ
か
る
時
代
だ
が
、
や
は
り
人
と
会
っ
て
、
対
面
し
て
理
解 

は
深
ま
る
も
の
だ
。
二
年
前
は
自
分
一
人
だ
っ
た
が
今
回
は
二
人
で
来
ま
し
た
。 

自
分
の
夢
の
為
に
生
き
て
い
た
一
人
の
時
・
・
。
今
は
彼
女
と
「
二
人
の
夢
」 

の
為
に
頑
張
っ
て
い
く
。
せ
ん
べ
い
で
有
名
な
草
加
・
・
。
「
せ
ん
べ
い
」 

に
「
の
」
を
付
け
る
と
モ
ン
ゴ
ル
語
で
「
こ
ん
に
ち
は
」
に
な
り
ま
す
。
「
セ

ン
ベ
イ
ノ=

こ
ん
に
ち
は
」
覚
え
て
下
さ
い
。
小
学
校
の
教
科
書
に
も
出
て
く
る 

「
馬
頭
琴
」
こ
れ
は
幸
福
を
呼
ぶ
楽
器
で
す
。
馬
頭
琴
の
事
、
モ
ン
ゴ
ル
の
事 

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
日
本
各
地
、
特
に
子
供
た
ち
に
聴
い
て
も
ら
い
た
い
。 

（
★
二
曲
演
奏
、
そ
の
後
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
演
奏
に
合
わ
せ
て
奥
様
が
歌
を
歌
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

早
川 

純
一 
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四
月
二
日(

木
）
第
八
九
五
回 

◇
・
講
師 

石
塚 

光
宣 

 
 

 
  

前 

草
加
市
消
防
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◇
・
テ
ー
マ 

「
草
加
市
の
消
防
力
～
大
規
模
災
害
時
の
対
応
～
」 

  
草
加
市
の
消
防
の
職
員
は
二
百
三
十
四
名
。
そ
の
下
に
消
防
団
が
あ
り
、 

訓
練
な
ど
高
い
出
席
率
で
あ
る
。
近
年
、
消
防
団
も
高
齢
化
、
サ
ラ
リ
ー
マ 

ン
化
し
て
い
る
。
以
前
は
自
営
が
多
か
っ
た
。
災
害
件
数
は
減
っ
て
い
る
。 

建
物
の
防
火
性
能
は
上
が
っ
て
い
る
。
出
火
原
因
の
一
位
は
放
火
で
あ
る
。 

昨
年
は
自
動
販
売
機
へ
の
放
火
が
連
続
し
た
。
出
火
後
六
分
三
〇
秒
を
過
ぎ 

る
と
延
焼
の
可
能
性
が
増
え
る
。
近
年
は
六
分
消
防
を
達
成
し
て
い
る
。
救 

急
車
は
七
台
、
救
急
件
数
は
一
万
件
以
上
と
増
加
し
て
い
る
。
阪
神
淡
路
大 

震
災
で
は
、
家
屋
倒
壊
、
家
具
転
倒
で
の
死
者
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
草 

 
 

 
 

 
 

 

加
市
で
大
規
模
災
害
時
に
三
百
人
の
自
立
脱
出
困
難
者
が 

 
 

 
 

 
 

 

出
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
家
具
の
転
倒
防
止
、
建
物
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

耐
震
検
査
な
ど
し
て
、
少
し
で
も
脱
出
困
難
者
を
減
ら
し 

 
 

 
 

 
 

 

た
い
、
と
現
役
さ
な
が
ら
に
熱
く
語
っ
て
お
ら
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
井 

直
人 

記 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
月
十
六
日
（
木
）
第
八
九
七
回 

◇
・
講
師 

入
江 

元
太 

      
 

朝
霞
市
倫
理
法
人
会 
幹
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
株
）
入
江
感
動
経
営
研
究 
代
表
取
締
役 

◇
・
テ
ー
マ 

「
日
本
の
歴
史
と
倫
理
」  

 
 

 

私
た
ち
日
本
人
は
、
戦
後
Ｇ
Ｉ
Ｑ
の
占
領
政
策
に
よ
っ
て
、
民
族
の
誇
り 

 

や
自
信
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
正
し
い
日
本
の
歴
史
を
教
わ
る
こ
と
な
く 

若
者
は
自
国
や
自
分
自
身
に
対
し
て
肯
定
感
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
日 

本
の
建
国
は
世
界
最
古
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。 

第
二
次
世
界
大
戦
は
敗
戦
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
ア
ジ
ア
諸
国
の 

解
放
と
い
う
役
目
は
果
し
て
い
る
。
も
っ
と
日
本
の
歴
史
を
知
る
べ
き
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

あ
る
。
東
日
本
大
震
災
で
は
「
自
分
の
命
よ
り
人
の
命
を
優
先
す
る
。
暴
動 

 
 

 
 

 
 

も
起
こ
ら
な
い
」
と
い
う
事
実
が
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
凄
さ 

 
 

 
 

 
 

を
教
え
て
く
れ
た
。
日
本
創
生
の
カ
ギ
は
「
明
朗
、
愛
和
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

喜
働
」
の
教
育
で
あ
る
。
即
ち
、
倫
理
普
及
活
動
こ
そ
が 

 
 

 
 

 
 

日
本
創
生
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。
み
ん
な
で
実
践
し
て 

 
 

 
 

 
 

い
き
ま
し
ょ
う
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

帆
刈 

裕
子 
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